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茨城県独⾃の COVID-19 感染予防システムの利⽤と 
感染予防⾏動の実践度との関連性は限定的である 

 

茨城県では、2021 年 2 ⽉より、独⾃の COVID-19 感染予防システムとして、「いばらきアマビエち
ゃん」が運⽤されています。あらかじめ登録された事業者のイベントや店舗で掲⽰されている⼆次元
コードを施設の利⽤者がスマートフォンなどで読み取ると、同じ⽇に COVID-19 陽性者が同じ施設を
利⽤していたことが判明した場合、県から通知が届きます。本研究では、つくば市内に勤務する⼈を対
象にアンケート調査を⾏い、システムの利⽤と 10 項⽬の感染予防⾏動の実践度との関連性を調査しま
した。その結果、システムの利⽤と、体温測定などの体調管理の実践度との間に、統計学的に有意な関
連性が⾒られました。⼀⽅、残りの 9 項⽬の感染予防⾏動との間には有意な関連性は認められません
でした。 

本研究結果は、さまざまな COVID-19 感染症対策に関する有効性検証の必要性を⽰唆しています。
このような調査が積み重なることで、効果対費⽤の優れた施策が判明していけば、適切な資源配分の
⾒直しにつながると期待されます。 
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 研究の背景  
「いばらきアマビエちゃん」は、茨城県独⾃の COVID-19 感染予防システムで、2020 年 6 ⽉に展開さ

れ、2021 年 2 ⽉にはアプリ版がリリースされました。あらかじめ登録された事業者のイベントや店舗に
掲⽰された⼆次元コードを、施設の利⽤者がスマートフォンなどで読み取ると、同じ⽇に COVID-19 陽
性者がその施設を利⽤していたことが判明した場合に、県から通知が届く仕組みです。COVID-19 陽性者
との接触を通知してくれる点では、全国で展開されている COVID-19 接触確認アプリ「COCOA」と似て
います。このような接触通知システムが感染拡⼤防⽌の効果を発揮するためには⾼い利⽤率が必要とさ
れていますが、いずれも⼗分な利⽤率には達していません。 

しかしながら、県内で「いばらきアマビエちゃん」のポスターを⽬にし、利⽤する機会は多くあります。
「いばらきアマビエちゃん」の利⽤が⼿洗いなどの感染予防⾏動を促すといった、副次的な効果があるか
もしれません。そこで、本研究チームは、つくば健康⽣成職域コホート調査注１の予備調査として、「いば
らきアマビエちゃん」の利⽤と感染予防⾏動の実践度との間に関連性があるかを調査しました。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、筑波研究学園都市に所在する事業所 A（研究所）に勤務する⽅を対象として、2020 年 11
⽉に、さらに事業所 B（地⽅⾃治体）に勤務する⽅を対象として 2021 年 2 ⽉に、それぞれ無記名のアン
ケート調査を実施しました。なお、2020 年 11 ⽉は県内での新規陽性者数は低い⽔準にあり、2021 年 2
⽉は県独⾃の緊急事態宣⾔が発令されていました。 

このアンケートでは、「いばらきアマビエちゃん」の利⽤状況に関しては、「複数回、登録したことがあ
る」、「⼀度は登録したことがある」、「対応機器を使⽤しているが、⼀度も登録したことはない」、「そもそ
も対応機器を使⽤していない」、の 4つの選択肢を設定しました。 

また、感染予防⾏動の実践度に関しては、2020 年 6 ⽉に厚⽣労働省が公表した「新たな⽣活様式」の
実践例のうち、①こまめな⼿洗いや⼿指消毒、②マスクの着⽤、③咳エチケットの徹底、④⾝体的距離の
確保、⑤密閉を避ける、⑥密集を避ける、⑦密接を避ける、⑧⾃分の健康状態に応じた運動・⾷事・禁煙
など適切な⽣活習慣、⑨体温測定などの体調管理、⑩訪れた場所や会った⼈の記録、の 10項⽬について
それぞれ、「いつも実践している」「しばしば実践している」「ときどき実践している」「あまり実践してい
ない」「全く実践していない」の 5 段階で評価しました。 

「いばらきアマビエちゃん」を知らなかった⼈や対応機器を使⽤していなかった⼈を除き、2020 年 11
⽉に得られた 159 名（うち、⼥性 34.6％、年代の最頻値 50代）のデータと、2021 年 2 ⽉に得られた 188
名（うち、⼥性 39.4％、年代の最頻値 50代）のデータをそれぞれ、階層的線形回帰分析（ステップワイ
ズ法）注２により解析しました。その結果、いずれのデータにおいても、「いばらきアマビエちゃん」の利
⽤は、「COCOA」の利⽤と統計学的に有意に関連していました（表１）。さらに、「いばらきアマビエちゃ
ん」の利⽤が、感染予防⾏動のうち「⑨体温測定などの体調管理の実践度」と統計学的に有意に関連した
ことが確認できました。その理由としては、施設（特に、感染予防への意識が⾼い施設）を利⽤する際に、
施設側が利⽤者に対して「いばらきアマビエちゃん」の利⽤登録と体温計測を同時に求めることが多かっ
たことが反映されたのではないかと推察されます。⼀⽅で、これ以外の 9 項⽬の感染予防⾏動について
は、同様の関連性は認められませんでした。このため、「いばらきアマビエちゃん」の利⽤と感染予防⾏
動の実践度との関連性は限定的であったと考えられました。 
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 今後の展開  
本研究は、特定の⼀時点における調査であるため因果関係を論じられないこと、調査対象者の属性に偏

りがあること、有効回答率が 2 割未満と低かったこと、外出頻度について尋ねていないなど、不⼗分な
点があります。「いばらきアマビエちゃん」に関しても、どこで・なぜ・どのように利⽤したかについて
の詳細な調査は⾏われていません。このため、本研究結果のみで、このシステムが県⺠の感染予防⾏動の
実践度と関連していたか否かを明確に結論づけることはできません。今後は、今回の研究で取り上げた、
システム利⽤に伴う副次的な役割だけでなく、このシステムが本来期待されている「県内の COVID-19 感
染拡⼤防⽌」という役割に対し、どの程度有効なのかについて詳細な検証が求められます。 

2020 年以来、COVID-19 感染症対策として、各⾃治体でさまざまな試⾏錯誤が⾏われています。この
感染症の影響は当分の間は続くと⾒られ、持続可能な対策が求められますが、実施されている対策⼀つひ
とつの効果検証は、⼗分になされているとは⾔えません。本研究結果は、国や各⾃治体が実施するさまざ
まな COVID-19 感染症対策における有効性の検証が必要であることを⽰唆しています。このような調査
が積み重なることで、効果対費⽤の優れた施策が判明すれば、適切な資源配分の⾒直しにつながると期待
されます。 

 
 参考図  
 

 
表１ 「いばらきアマビエちゃん」の使⽤と感染予防⾏動との関連 
階層的線形回帰分析（ステップワイズ法）の結果のうち、最後のモデルの結果のみ表⽰。他に性別、年
代、婚姻の有無で調整済み。 
  

 ⽤語解説  
注１） つくば健康⽣成職域コホート調査（T-SOCS: Tsukuba Salutogenic Occupational Cohort Study） 

筑波研究学園都市で働く⼈々を主な対象として、より健康的に働きつづけるために必要な要素を明ら
かにすることを⽬的として⾏われている調査研究。 

注２） 階層的線形回帰分析 （ステップワイズ法） 
⽬的変数（「いばらきアマビエちゃん」の使⽤）と説明変数（感染予防⾏動の実践）の関係の強さを数
値で表す解析⽅法。投⼊された説明変数の中から⽬的変数との関係が⼤きい変数が順に選ばれ、最適
なモデルが作成されていく。本研究では、「⑨体温測定などの体調管理の実践度」以外の 9 項⽬の感
染予防⾏動は、⽬的変数との関係が⼩さかったため、最後のモデルに残らなかった。 

 
 研究資⾦  

本研究は、筑波研究学園都市交流協議会の労働衛⽣委員会の活動の⼀環として実施されました。 
 

偏回帰係数 95% 信頼区間 t値 P値
事業所A（2020年11⽉調査）
COCOAの使⽤ 0.43 0.22, 0.64 3.98 < 0.001
体温測定などの体調管理 0.09 0.01, 0.18 2.19 0.030

事業所B（2021年2⽉調査）
COCOAの使⽤ 0.56 0.28, 0.84 3.89 < 0.001

体温測定などの体調管理 0.15 0.05, 0.25 3.08 0.002
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